
第
一
節

の
教
育
に
つ
い
て

開
校
か
ら
明
治
三
十
一
年
ま
で
の
問
の
本
校
に
お
け
る
授
業
は
、
科
目
に
よ

っ
て
資
料
が
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
全
く
残
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、

全
体
に
亙
っ
て
内
容
を
つ
ぶ
さ
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で

に
判
明
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
で
き
る
限
り
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
き
た

い
。
授
業
を
大
別
す
れ
ば
実
習
授
業
と
学
科
授
業
と
に
な
る
。
し
か
し
、
基
礎

教
育
課
程
（
特
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
指
導
下
の
）
は
ま
た
別
個
に
扱
う
べ
き
性
質
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
便
宜
上
三
つ

の
項
目
に
分
け
て
記
す
。
学
科
授
業
に
つ
い

て
は
岡
食
覚
一
ー
一
の
日
本
美
術
史
講
義
の
よ
う
に
早
く
か
ら
一
般
に
紹
介
さ
れ
、

意
義
を
評
価
さ
れ
て
い
る
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
大
半
は
内
容
未
詳
と
さ
れ
、

そ
れ
を
と
り
上
げ
る
場
合
も
卒
業
生
の
回
想
記
な
ど
、
不
確
か
な
も
の
に
依
拠

し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
極
力
受
講
生
の
ノ
ー
ト
そ
の
他
の

資
料
収
集
に
つ
と
め
、
各
講
義
の
内
容
を
具
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
試
み
た
。

基

礎

教
育
ー
ー
特
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
在
職
中

開
校
当
初
の
教
育
課
程
は
い
う
ま
で
も
な
く
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
美
術
教
育
理
論

に
基
づ
い
て
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
全
課
程
の
う
ち
最
初
の
二
年
間
を

普
通
科
、

次
の
三
年
間
を
専
修
科
（
絵
画
科
、
彫
刻
科
、
図
案
科
）
と
し
、

専
修

科
で
各
専
門
の
教
育
を
行
う
前
に
普
通
科
で
割
合
い
長
い
期
間
基
礎
教
育
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
基
礎
教
育
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
は
本
校
初
期
の
教
育
の
特
色
の
―
つ
で
あ
る
。
立
案
に
当
た
り
、
フ
ェ
ノ

ロ

サ
に
は
こ
れ
が
未
だ
世
界
に
例
の
無
い
優
れ
た
方
法
で
あ
る
と
い
う
自
負
が
あ

日
と
国
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
執
筆
し
た
講
義
の
草
案
で
あ
り
、
両
者
を
含
め
た

全
体
的
な
内
容
と
講
義
順
序
は
四
の
そ
れ
と
ほ
ぽ
一
致
す
る
。
⇔
は
「
画
格
」

の
教
程
お
よ
び
そ
の
各
段
階
の
目
的
、
進
め
方
等
を
記
し
た
も
の
で
、
講
義
の

草
案
と
い
う
よ
り
（
概
要
は
講
義
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
）
、

四国⇔日
る。

指
導
上
の
覚
え
書
き

っ
た
よ
う
で
あ
り
、
明
治
二
十
三
年
に
帰
国
す
る
ま
で
の
約
一
年
半
、
そ
の
実

施
に
尽
く
し
た
。
帰
国
は
専
修
科
の
授
業
が
始
ま
る
前
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
が

実
際
に
関
与
し
た
の
は
普
通
科
授
業
の
み
で
あ
っ
た
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
在
職
当
時
の
普
通
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
(
1
1
2
頁
参
照
）
を
見
る

と
、
科
目
と
し
て
は
「
画
格
」
「
図
案
」
「
造
型
」
「
幾
何
画
法
」
「
理
科
及

び
数
学
」
「
歴
史
」
「
和
漢
文
」
「
透
視
画
法
」
「
美
学
及
び
美
術
史
」

が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
フ
ェ
ノ

ロ
サ
が
直
接
担
当
な
い
し
関
与
し
た
と
考

え
ら
れ
る
の
は
「
画
格
」
「
図
案
」
「
造
型
」
お
よ
び
「
美
学
及
び
美
術
史
」

で
あ
る
が
、

「
美
学
及
び
美
術
史
」
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
触
れ
る
と
し
て
、

こ
こ
で
は
ま
ず
「
画
格
」
「
図
案
」
「
造
型
」
の
三
科
目
に
つ
い
て
の
み
述
べ

格
」

「
画
格
」
講
義
に
つ
い
て
は
左
記
の
資
料
が
現
存
す
る
。

「
講
義
①
画
格
」
（
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
ー
』
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
）

「
図
画
教
育
案
提
要
」
（
同
右
）

「
講
義
③
普
通
科
」
（
同
右
）

「
東
京
美
術
学
校
幹
事
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
演
説
筆
記
」
（
第
一
回
入
学
生
小

島
光
真
の
ノ
ー
ト
「
明
治
二
十
二
年
二
月
、
備
忘
録
」
中
に
含
ま
れ
て
い
る
も

の
で
、
数
日
に
亙
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
義
が
筆
記
さ
れ
て
い
る
。
）

「
画
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ではないかと思われる。

「画格」は諸科目の筆頭に掲げられている時間数の最も多い科目

であり、普通科における最重要科目であった。上記資料四の中には

「三元素〔形体ないし線、濃淡、色〕ガ適当二配合シ得ルヨウニスルヲ

画格卜云フ」と、画格の定義が記されている。また、資料⇔を見る

と、フェノロサはこの科目について綿密に教程を組んでいたことが

わかる。それを要約すれば次のようになる。

まず、絵画という表現形式の基本は線、濃淡（グラデイション）、

色彩であるという考えによって三つのコースが設定され、教程は線

のコースが最初に始まり、それに附随して浪淡のコース、次いで色

彩のコースが始まるように組まれている。線のコースの第一段階は

抽象形体を対象とし、まず毛筆で確実な直線をどの方向にも引ける

ようになるまで練習を繰り返す。次に曲線についても同様に練習

し、それが終わると線の肥痩、起結法、筆速の度合い等の勉強に移

り、最後に直、曲線の組合せ、あるいは簡単な文様の作成などによ

って美的構成の原理を学ぶ。以上の第一段階は長期的に行う必要が

あるとしている。第二段階では具象形体を対象とし（古大家の形式

の研究）、簡単な技法のものから高度な技法のものへと段階的に用意

してある各種の手本を一枚につき幾度も臨画し、そのあとで手本を

見ずに描いたり、各自そのヴァリニーションを描いたりする。第三

段階は同じく具象形体を対象とし（自然形体の研究）、花弁より始め

て山水、動物、人物の順に写生の練習をする。涙淡、色彩のコース

にも右のような抽象、具象（臨画）、具象（写生）の三段階がある。

なお、各コースとも練習の一段階が終るたびに課題制作を行い、考

3 2 1 
d c b a‘ c b a'(2) (1) (2) (1)形 ‘

(2) (1) 自 (4) (3) (2) (1) 古 線線 式魯抽
(b) (a) 人動物山鳥花然 大小大 のの の
身体 顔物水の 西i的蓋模複雑画画家抽象的装飾 抽象的構ア線曲直線純粋
表解剖 図図図図形 洋 写な面鳥花面の 成ク 形式
現 態 画 にの人鳥花絵 組合 セ 性
の学 の とヴ基反物 画 ン の 線

美＾ 悶のア＜復図 ・図形モせ 卜 研

悶 較比リ習作 山 式チ 究
エ 水の I

ヽ I 図 研フ
シ 究
ヨ

ソ

6 5 4 邑a ヽ b a‘ d c b a‘ 
自 (2) (1) 古 3 2 1 抽

杉マヽ．、

花鳥 然の
(d) (c) (b) (a) 人鳥花大

断多方一均象的＇ 群単物 家
構成 強度 純粋形 続的か へ向 方へ向 一ぽな； t ： 

水口 喜法 独創的 素描 濃淡構成 現実的関 像 独像 図 水図山． 濃淡の法
濃グ
デ，I 

式つののか:; 淡ィ
図
習作 美 係 の

雑複ぽぽしュ ノ ツ

かか 法・ノ
模 なしし
写 ぽ

か
し

案
の
訓
練
を
し
て
創
造
性
の
開
発
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
教
程
を
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
次
の
表
（
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
ー
』
よ
り
転
載
）
に

表
わ
し
て
い
る
。
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り

解

剖

学

・
フ
・
が

1
ツ
・
'

⑯

比

例

の

美

伺
姿
勢
と
動
作
の
美

⑥

衣

文

④
構
図
の
美

⑮
古
代
彫
刻
の
素
描

⑱
独
創
的
デ
ザ
イ
ン

。
美
術
家
の
心
構
え

美
術
の
業
は
高
尚
で
あ
る
こ
と

。
美
術
史
か
ら
見
た
美
術
発
達
の
原
因

b

人
物
図

切
あ
ら
ゆ
る
よ
い
特
質
の
総
合

③
陰
影
を
伴
う
解
剖

⑨
外
国
古
画
に
基
く
習
作

④
独
創
的
習
作

③

素

描

⑱
個
性
の
認
識

こ
の
教
程
を
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
講
義
、
実
習
を
交
互
に
繰
り
返
し
な
が
ら
進
め

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
講
義
の
最
初
の
部
分
に
当
た
る
の
が
前
記
資
料
日
、

国
、
四
で
あ
る
が
、
内
容
項
目
は
大
体
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

。
欧
州
お
よ
び
日
本
、
中
国
美
術
の
盛
衰
と
現
状

。
美
術
学
習
上
の
基
本
的
事
項

伝
習
と
創
作
。
美
術
は
国
ご
と
に
、
あ
る
い
は
分
野
ご
と
に
差
違
は
あ

る
が
基
本
は
―
つ
で
あ
る
こ
と
等
。

。
普
通
科
授
業
法
の
趣
旨
、
利
点
、
新
し
さ

美
術
の
三
原
素
（
線
、
濃
淡
、
色
）
の
配
合
。
理
論
と
実
践
。
模
写
と

創
作
。
単
純
訓
練
の
重
要
性
。
美
術
学
校
創
立
の
意
図
。
国
家
経
済
と

デ
ザ
イ
ン
カ
涵
養
の
必
要
性
。

。
普
通
科
教
育
趣
旨

有
形
美
術
の
三
原
素
。
三
原
素
の
美
術
的
配
合
（
即
ち
「
画
格
」
）
。

。
第
一

、
線
の
理
（
濃
淡
の
理
、
色
彩
の
理
に
つ
い
て
も
説
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が

記
録
が
無
い
。
）

創
造
性
。
高
尚
な
る
観
念
。
写
真
（
写
実
）
即
ち
美
術
な
ら
ざ
る
こ
と
。

。
空
間
美
術
三
原
素

。
日
本
画
の
長
所

毛
筆
使
用
。
光
線
の
扱
い
が
至
当
で
あ
る
こ
と
。
色
を
色
と
し
て
扱
う

こ
と
。
装
飾
性
。

。
日
本
画
の
短
所

色
と
猿
淡
の
関
係
。
意
想
の
精
密
さ
を
欠
く
こ
と
。

右
の
項
目
の
う
ち
、
線
の
理
の
項
目
は
前
出
資
料
四
の
み
に
あ
る
。
こ
こ
で

は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
線
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
、
そ
の
一
っ
―
つ
に
つ
い
て
絵
画

純
線
（
餌
ノ
線
）
1

| 
単 贔
門線

. I 
I I I I I I I 
絞断反帰帰移 主重
線線到心軸り 客複

戸両了哀面 面う哀面育哀―
向短 分同 向短絞 績向短絞向短
線分反反反 ノノノノノノ

線劉到封 移移移主主主
リリリ客客客

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
「
画
格
」
の
教
程
は
非
常
に
シ
ス
テ

マ
テ
ィ
ッ
ク
に

ー
直
線
ー
―

ー
曲
線

に
例
を
と
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
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ィ 次
に
、

編
成
さ
れ
て
お
り
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
美
術
的
精
神
の
練
磨
を

目
標
と
し
、
理
論
と
実
習
の
両
要
素
を
含
み
、
順
序
に
従
っ
て
累
積
的
に
進
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
は
生
徒
が
こ
れ
を
修
了
し
た
な
ら
ば
美

術
の
あ
ら
ゆ
る
形
式
や
問
題
に
精
通
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
観
測
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
初
級
の
段
階
な
ど
は
余
り
に
も
単
純
な
作
業
の
繰
り
返
し

で
あ
っ
た
た
め
、
生
徒
の
多
く
が
閉
口
し
た
よ
う
で
あ
る
。

「
画
格
」
授
業
に
関
連
の
あ
る
事
項
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

懸
腕
直
筆

初
期
卒
業
生
の
回
顧
談
な
ど
に
よ
く
登
場
す
る
懸
腕
直
筆
と
い
う
言
葉
は
、

『
広
辞
苑
』
に
よ
れ
ば
執
筆
法
の
―
つ
で
、
筆
を
ま
っ
す
ぐ
に
持
ち
、
腕
を
上

げ
肘
を
脇
に
付
け
な
い
で
字
を
書
く
こ
と
で
、
運
筆
が
自
由
で
あ
る
た
め
大
字

を
書
く
の
に
適
し
た
方
法
で
あ
る
。
書
道
で
は
こ
の
懸
腕
法
の
外
に
や
や
小
さ

い
字
を
書
く
と
ぎ
の
提
腕
法
、
小
字
を
書
く
と
き
の
枕
腕
法
な
ど
が
あ
る
。

「
画
格
」
で
は
毛
筆
画
の
基
本
と
し
て
懸
腕
直
筆
を
守
ら
せ
、
生
徒
た
ち
は
先

ず
畳
敷
き
の
教
室
に
正
座
し
て
橋
本
雅
邦
ら
の
手
ほ
ど
き
で
そ
の
練
習
を
す
る

こ
と
か
ら
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
懸
腕
直
筆
や
純
線
の
実
習
に
つ
い
て
は
第

一

回
入
学
生
だ
っ
た
溝
口
宗
文
お
よ
び
横
山
大
観
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。「

懸
腕
直
筆
」
を
文
字
通
り
に
や
っ
て
見
せ
た
の
は
雅
邦
さ
ん
だ
っ
た
。

ソ
レ
あ
の
今
で
も
美
術
學
校
の
名
品
に
な
っ
て
居
る
雅
邦
さ
ん
の
「
白
雲

〔本
学
芸
術
資
料
館
蔵
。
明
治
二
十
三
年
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品

ー
編
者
註
〕
を
霊
か
れ
る
時
な
ど
も
、
わ
れ
／
＼

は`
皆
見
て
居
た
も
の

だ
が
、
あ
の
大
幅
を
何
慮
か
ら
何
慮
ま
で
も
斯
う
い
ふ
風
な
手
附
き
で
霊

紅
樹
」

か
れ
た
。
懸
腕
直
筆
で
は
小
さ
い
物
は
聾
き
に
く
い
の
だ
が
、
先
生
が
平

生
生
徒
を
指
導
す
る
立
前
か
ら
、
無
理
に
も
言
行
一
致
的
に
懸
腕
直
筆
の

手
本
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
あ
の
小
さ
い
猿
で
も
下
の
細
い
水
の
線

で
も
盛
＜
懸
腕
直
筆
で
霊
か
れ
た
。
見
給
へ
あ
の
水
は
ビ
リ
／
＼
と
筆
が

ふ
る
え
て
居
る
が
、
ふ
る
え
て
も
何
で
も
懸
腕
直
筆
に
限
る
と
い
ふ
の
だ

か
ら
苦
し
か
っ
た
で
せ
う
。

（
「
現
代
美
術
の
黎
明
期
を
語
る
」
中
の
溝
口
宗
文
談
話
、

『
齋
説
』
第
十
四
号
。
昭
和
十
―
―一
年
二
月
一
日
）

…
•
•

あ
れ
は
元
の
東
京
教
育
博
物
館
の
建
物
を
直
し
て
作
っ
た
學
校
で

、

西
洋
館
の
中
に
三
尺
ぐ
ら
ゐ
の
高
さ
の
性
を
敷
い
た
と
こ
ろ
を
左
右
に
つ

く
り
、
そ
の
箕
中
が
歩
け
る
や
う
に
し
、
そ
の
畳
の
上
に
坐
り
、
先
生
方

の
見
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
、
懸
腕
直
箪
の
練
習
を
す
る
の
が
最
初
の
課
程
で

し
た
。こ
れ
は
フ
エ
ノ
ロ
サ
の
主
張
で
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
こ
の
懸
腕
直
策
を

橋
本
先
生
か
誰
か
か
ら
聞
い
て
や
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
日
本
霊
の
最

も
大
事
な
基
本
だ
か
ら
と
い
ふ
の
で
、
姿
勢
を
正
し
く
し
て
、
肘
を
ど
こ

に
も
つ
け
ず
に
、
手
本
に
随
つ
て
毎
日
員
直
ぐ
な
縦
の
線
、
横
の
線
、
斜

の
線
と
い
ふ
ふ
う
に
三
様
の
線
を
何
百
本
何
千
本
を
描
か
さ
れ
る
の
で
、

み
な
も
う
あ
き
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、
古
甕
を
線
だ
け
で
表
は

し
た
印
刷
物
を
模
窯
す
る
課
程
に
移
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
兎
に
角
、
縮

ら
し
い
仕
事
で
し
た
か
ら
次
第
に
興
味
を
覺
え
、
こ
と
に
橋
本
雅
邦
先
生

が
描
か
れ
た
人
物
、
山
水
の
線
描
模
寓
に
進
み
一
層
の
興
味
が
加
は
り
ま

し
た
。
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ロ

（
『
大
観
画
談
』
横
山
大
観
著
。
昭
和
二
十
六
年
。
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）

臨

画

手

本

上
述
の
よ
う
に
「
画
格
」
の
第
二
段
階
に
お
け
る
作
業
は
手
本
に
よ
る
臨
画

で
あ
る
。
手
本
と
し
て
は
各
種
の
古
名
画
の
主
と
し
て
線
描
部
分
を
木
版
刷
り

に
し
た
も
の
が
使
用
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
臨
写
し
、
墨
隈
を
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
描
線
と
濃
淡
の
基
本
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
臨
画
の
順
序
に
つ
い
て
フ
ェ

ノ
ロ
サ
は
、
小
画
面
の
簡
単
な
花
鳥
画
に
始
ま
り
、
簡
単
な
山
水
図
、
次
い
で

一
段
と
複
雑
な
大
画
面
の
花
鳥
山
水
、
最
後
に
複
雑
な
人
物
図
と
な
る
と
記
し

て
お
り
、
当
時
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
手
本
を
数
多
く
用
意
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
受
講
生
の
回
顧
談
に
よ
れ
ば
、
手
本
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
た
名
画

は
北
画
（
雪
舟
、
狩
野
脈
等
）
を
主
と
し
て
各
派
（
文
人
画
、
浮
世
絵
、
光
琳
派
を

除
く
）
に
亙
り
、
中
に
は
西
洋
画
の
聖
母
マ
リ
ア
像
な
ど
も
あ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し、

こ
の
木
版
手
本
臨
画
と
い
う
授
業
方
法
は
短
期
間
で
廃
止
さ
れ
た
た

め
、
現
存
資
料
は
少
な
く
、
わ
ず
か
に
「
宮
女
図
」
（
伝
桓
野
丁
図
）
手
本
、

「蝦

慕
鉄
拐
図
」
手
本
、

「
布
袋
図
」
手
本
、

「
羅
嘆
図
」
手
本
、
お

よ

び

童

子

（「真
言
八
祖
図
」
部
分
）
、

仏
画
部
分
、

元
画
「
維
賑
図
」
（
維
摩
と
天
女
の
図
）
、

官
女
図
の
手
本
に
よ
る
臨
画
作
品
そ
の
他
数
種
類
の
資
料
を
知
る
の
み
で
あ

る。
ハ
自
然
形
体
の
研
究
（
実
物
写
生
）

写
生
は
実
物
を
描
き
写
す
こ
と
で
あ
る
が
、
本
校
初
期
の
写
生
の
練
習
法
は

先
の
エ
部
美
術
学
校
等
に
お
け
る
洋
風
デ
ッ
サ
ソ
の
練
習
法
と
異
な
り
、
毛
筆

で
対
象
の
輪
郭
を
描
き
、
墨
の
濃
淡
あ
る
い
は
彩
色
を
施
す
と
い
う
や
り
方
が

主
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
初
期
の
普
通
科
で
は
洋
風
デ
ッ
サ
ソ
に
似
通
っ
た
描
写

法
も
教
え
た
こ
と
が
あ
り
、
墨
隈
で
立
体
感
を
あ
ら
わ
し
た
石
膏
レ
リ
ー
フ
や

仏
頭
の
写
生
作
品
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
描
写
法
は
結
城
正
明
が
指
導

し
た。図

案
と
は
デ
ザ
イ
ソ

(d
e
s
i
g
n
)

の
訳
語
で
あ
る
が
、
先
き
に
「
図
画
取
調

掛
と
美
術
学
校
設
立
準
備
」
の
項
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
こ
の
基
礎
課
程
に
お

け
る
「
図
案
」
は
、
専
修
科
の
図
案
科
が
工
芸
デ
ザ
イ
ソ
を
教
授
す
る
の
に
対

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
形
式
の
美
術
の
基
本
と
な
る
意
匠
計
画
、
す
な
わ
ち
広
義
の

デ
ザ
イ
ソ
の
基
本
を
教
授
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ

は
明
治
二
十
一
年
一
月
頃
の
執
筆
と
み
ら
れ
る
森
有
礼
宛
書
簡
草
稿
（
『
フ
ェ
ノ

ロ
サ
資
料
l
』
-
―
二
頁
）
の
中
で
、

自
分
ら
が
考
え
て
い
る
美
術
教
育
方
法
は

「
デ
ザ
イ
ソ
の
諸
原
則
か
ら
始
め
て
断
絶
な
く
絵
画
、
彫
刻
、
美
術
工
芸
等
の

諸
領
域
に
拡
大
し
て
い
く
方
法
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
も
上

記
の
よ
う
な
広
義
の
デ
ザ
イ
ソ
を
意
味
し
て
い
る
。

「
図
案
」
が
「
画
格
」
の
次
位
に
置
か
れ
、
普
通
科
第
一

、
二
年
を
通
し
て

週
六
時
も
課
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
そ
の
重
要
度
を
示
し
て
い
る
。
フ
ェ

ノ
ロ
サ
は
講
演
や
意
見
書
に
お
い
て
デ
ザ
イ
ソ
カ
の
涵
養
が
美
術
教
育
理
論

上
、
お
よ
び
国
益
上
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
力
説
し
て
き
た
。
要
約
す
れ

ば
、
美
術
家
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
ヨ

ー
ロッ

。ハ
美
術
の
最
盛
期
（
十
五
世
紀
）
に
お

い
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
同
一
の
原
則
の
も
と
に
養
成
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ

り
、
完
全
な
美
術
教
育
と
い
う
も
の
は
現
代
ョ
ー
ロ
ッ

。ハ
に
お
け
る
よ
う
に
純

粋
美
術
と
装
飾
美
術
に
境
界
線
を
設
け
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
美

術
の
基
本
と
な
る
原
則
に
立
脚
し
た
教
育
法
を
と
り
、
デ
ザ
イ
ン
カ
の
涵
養
に

「
図
案
」
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役
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
特
に
日
本
は
国
力
増
強
の
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
る
お
り
か
ら
美
術
品
輸
出
を
一
層
促
進
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
も
優
れ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
養
成
は
急
務
で
あ
る
か
ら
、
デ
ザ
イ
ソ
教
育
を
重

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
校
で
実
施
す

べ
き
デ
ザ
イ
ソ
教
育
に
つ
い
て
は
社
会
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
実
践
的
な
内
容

の
教
育
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
日
本
美
術
行
政
に
関
す
る

提
言
」
（
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
ー
』
五
四
頁
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
美
術
学
校
は

対
外
貿
易
の
面
で
は
貿
易
商
人
の
注
文
に
応
じ
て
教
師
、
高
学
年
の
学
生
、
実

践
的
美
術
家
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
を
研
究
し
製
作
す
る
と
い
う
か

た
ち
で
、
ま
た
、
対
内
的
に
は
室
内
装
飾
等
の
製
作
に
お
い
て
、
積
極
的
に
社

会
の
需
要
に
応
ず
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
室
内
装
飾
に
つ
い
て
は

「
壁
面
装
飾
を
、
生
彩
を
欠
く
明
治
の
無
地
か
ら
宋
、
足
利
、
秀
吉
の
時
代
の

豊
か
な
装
飾
性
に
作
り
変
え
る
」
べ
き
で
あ
る
と
し
た
上
で
、

美
術
学
校
の
最
大
の
努
力
目
標
の
一
っ
は
、
装
飾
画
の
復
興
と
発
展
で
あ

り
ま
し
よ
う
。
あ
る
公
共
建
築
の
室
内
装
飾
が
要
求
さ
れ
る
時
、
当
局
は

美
術
学
校
幹
事
に
そ
の
最
小
の
一

室
の
装
飾
を
一
任
し
さ
え
す
れ
ば
、
彼

ら
は
こ
の
方
面
に
お
け
る
日
本
人
の
力
量
を
証
明
で
き
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
な
ぜ
、
外
国
の
醜
い
伝
統
（
日
本
の
そ
れ
は
さ
て
お
ぎ
）
に
従
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
よ
う
。
未
来
に
は
、
建
築
家
が
夢
想
だ
に
し

な
い
よ
う
な
ま
さ
に
無
限
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

と、

計
画
を
具
体
的
に
記
し
て
い
る
。

「
図
案
」
と
い
う
科
目
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て

こ
の
メ
モ
の
内
容
に
該
当
す
る
科
目
と
い
え
ば
「
図
案
」
以
外
に
な
い
。
当

時
の
履
習
規
定
に
よ
れ
ば
菅
が
「
図
案
」
を
受
講
す
べ
き
年
次
は
普
通
科
第

一
、
二
年
の
み
で
、
第
一
年
で
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
「
図
案
」
を
受
講
し
た
は
ず

で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
ノ
ー
ト
に
は
ほ
か
に
岡
倉
の
美
学
講
義
の
試
験
問
題
と

第
四
第 第 第

設
け
ら
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
授
業
内
容
に
つ

い
て

は
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
遺
稿
中
に
そ
の
教
程
等
に
関
し
て
言
及
し
た
も
の
が
な

く
、
ま
た
、
生
徒
の
講
義
筆
記
そ
の
他
の
沓
料
も
残
っ
て
い
な
い
の
で
把
握
が

不
可
能
で
あ
る
。
あ
る
い
は
種
々
の
名
作
を
生
徒
に
示
し
な
が
ら
意
匠
の
原
則

に
つ
い
て
説
い
た
と
も
考
え
ら
れ
、
或
い
は
ま
た
第
一
回
入
学
試
験
の
際
、

「
図
案
」
を
出
題
し
て
各
自
の
好
き
な
絵
を
描
か
せ
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
創

造
的
意
匠
の
た
め
の
基
礎
訓
練
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
定

か
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
に
附
記
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
図

案
講
義
の
試
験
問
題
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
資
料
が
現
存
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
菅
紀
一
郎
（
明
治
二
十
二
年
九
月
入
学
。
絵
画
科
四
年
生
の
と
ぎ
病
気
休

学
し
て
二
十
七
年
十
月
四
日
に
死
去
。
―
―
一
十
歳
）
の

稿
」
中
に
あ
る
左
記
の
メ
モ
で
あ
る
。

「
美
術
学
校
講
義
筆
記
雑
草

配
色
二
付
物
理
上
注
意
ス
ベ
キ
事
如
何

片
眼
ヲ
以
テ
ス
ル
ト
双
眼
ヲ
以
テ
ス
ル
コ
ト
視
察
上
如
何
な
る
差
違

ア
ル
ヤ

室
内

二
装
飾
セ
ル
器
物
ノ
色
相
ハ
其
周
壁
其
他
ノ
色
相
ニ
ョ
リ
大
ニ

美
観
ヲ
呈
ス
ル
ア
リ
或
ハ
否
ラ
ザ
ル
ア
リ
其
理
由
如
何

躊
造
物
二
供
ス
ル
図
案
及
寸
法
の
注
意
如
何
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「
造

型

」

こ
れ
は
彫
刻
の
基
本
を
教
え
る
科
目
で
あ
る
。
普
通
科
で
は
美
術
の
諸
形
式

に
共
通
す
る
本
質
に
つ
い
て
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
趣
旨
に
よ
っ
て

設
け
ら
れ
た
。
岡
倉
覚
一
―
一
の
美
術
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
原
案
（
英
文
）
と
本
校

開
校
当
初
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、
「
m
o
d
e
l
l
i
n
g
」
が
「
造

型
」
に
該
当
し
、
「
s
c
u
l
p
t
u
r
e
」
が
「
彫
刻
」
に
該
当
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
美
術
学
校
の
計
画
案

(67
頁
参
照
）
の
中
に
は
モ
デ
リ
ソ

グ
用
粘
土
と
用
具
等
々
を
用
意
し
た
と
い
う
語
句
が
あ
る
。
と
す
る
と
、
当
初

「
造
型
」
で
は
モ
デ
リ
ソ
グ
（
塑
造
）
を
教
え
る
計
画
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
か
、
実
際
は
伝
統
的
木
彫
技
法

の
初
歩
を
教
え
た
の
で
あ
り
、

刀
で
手
本
（
手
板
）
ど
お
り
に
彫
る
練
習
を
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
教
程
は
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
の
手
本
類
お
よ
び
第
一

回
入
学
生
た
ち
の
習
作
に
よ
っ

て
部
分
的
に
把
握
で
き
る
。
な
お
、
溝
口
宗
文

（
前
出
）
は
こ
の
「
造
型
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

平
面
の
板
に
ほ
る
の
で
す
。
こ
の
く
ら
ゐ
の
板
が
持
へ

て
あ

り

ま

し

て
、
其
の
手
本
が
銘
々
に
貸
典
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
通
り
彫
刻
の
時
間

マ
マ

に
や
る
わ
け
で
、
教
師
は
そ
の
と
き
に
竹
内
久
一
さ
ん
が
教
授
と
し
て
や

つ
て
を
つ
た
。
籍
の
方
は
雅
邦
さ
ん
の
紛
を
み
て
ゐ
る
か
ら
先
生
に
教
へ

ら
れ
た
通
り
に
や
っ
て
行
け
．
は
い
4

が
、
彫
刻
な
ん
か
初
め
て
だ
か
ら
困

っ
た
が
、
そ
の
と
ぎ
に
ま
た
面
白
い
の
は
江
戸
ッ
子
の
職
人
さ
ん
が
一
躍

教
授
に
な
っ
て
来
た
の
で
、
べ
ら
ん
め
え
が
来
た
諄
合
で
し
た
。
竹
内
さ

思
し
き
メ
モ

(467
頁
参
照
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ん
は
生
梓
の
江
戸
ッ
子
だ
か
ら
手
を
切
っ
た
り
な
ん
か
す
る
と
「
い
け
ね

え
ー
~
い
け
ね
え

、

そ
ん
な
手
付
じ
ゃ
い
け
ね
え

、

切
っ
た

、

間
が
抜

け
て
ゐ
る
ぜ
」
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
い
つ
て
指
を
く
4

つ
て
小
刀
の
研

ぎ
方
か
ら
教
は
り
、
大
工
さ
ん
の
曲
尺
も
み
な
買
は
さ
れ
ま
し
た
。
板
が

み
な
滴
み
ま
す
と
、
半
肉
ぽ
り
ま
で
行
き
ま
し
た
。

（
「
溝
口
翁
に
明
治
の
美
術
界
を
聴
く
」
『
古
美
術
』
第
十
三
巻
第
十
二
号
1

第
十
四
巻
第
一
一
号
。
昭
和
十
八
年
十
二
月
一

日
、
同
十
九
年
二
月
一
日
）

普
通
科
の
授
業
内
容
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
帰
国
後
の
本
校
規
則
改
正
で
大
ぎ
く
変

わ
る
。
ま
ず
、
全
体
的
に
授
業
の
時
間
数
が
増
え
、
「
画
格
」
「
図
案
」
の
科

目
が
削
除
さ
れ
、
代
っ
て
「
臨
画
」
「
写
生
」
「
新
案
」
（
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
は

155
頁
学
科
課
程
表
参
照
）
が
置
か
れ
る
。
理
論
が
主
体
で
あ
っ
た
も
の
が
、
実
習

を
主
体
と
す
る
も
の
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
時
問
の
配
分
は
「
臨
画
」
が

最
も
多
く
、
次
い
で
「
写
生
」
「
新
案
」
の
順
で
、

「
臨
画
」
が
基
礎
教
育
の

基
本
に
据
え
ら
れ
た
。
「
画
格
」
と
「
図
案
」
の
廃
止
は
担
当
者
の
フ
ェ
ノ
ロ

サ
が
帰
国
し
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
左
記
の
第
一
回
入
学
生
た
ち
の

回
想
に
よ
れ
ば
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
授
業
法
に
対
す
る
反
発
も
生
じ
て
い
た
ら
し

く
、
そ
れ
も
一
因
と
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

考
へ
て
見
る
と
我
々
は
フ
エ
ノ
ロ
サ
の
甕
論
の
試
験
豪
に
な
っ
た
や
う

な
も
の
で
、
損
を
し
た
や
う
に
思
ふ
。
鑑
聾
會
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
隈
々
講

評
を
し
た
が
、
線
、
色
、
猥
淡
、
こ

の
三
つ
の
一
貼
張
り
だ
っ
た
。
寓
員

を
見
て
宇
治
の
茶
摘
み
を
甕
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
線
の
み
や
か
ま
し

＜
云
つ
て
ゐ
た
。
さ
つ
ぎ
云
っ
た
官
女
〔
帝
国
博
物
館
蔵
の
伝
又
兵
衛
筆
の
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そ
れ
か
ら
こ
の
美
術
學
校
と
い
ふ
も
の
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
い
ふ
先
生
の

理
想
を
加
味
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
フ
エ
ノ
ロ
サ
の
意
見

が
有
力
で
、
日
本
の
箱
は
線
か
ら
で
き
て
ゐ
る
。
線
の
運
用
さ
へ
上
手
に

な
れ
ば
従
っ
て
作
成
の
妙
を
覺
ら
し
む
る
に
効
果
あ
り
と
し
て
、
雅
邦
さ

ん
の
説
と
フ
エ
ノ
ロ
サ
の
い
ふ
の
と
或
黙
に
於
て
共
通
し
て
も
ゐ
た
の
で

遂
に
其
方
法
と
し
て
、
棒
み
た
い
な
線
で
す
が
、
こ
れ
は
是
非
直
筆
で
描

け
と
い
ふ
の
で
、
な
ん
で
も
い
A

か
ら
題
目
を
撰
揮
し
て
新
案
し
て
来
い

と
い
ふ
。
同
時
に
教
師
の
方
よ
り
も
家
と
か
橋
と
か
い
ふ
題
が
出
て
、
こ

れ
を
曲
線
を
一
ッ
も
使
は
な
い
で
直
線
だ
け
で
書
い
て
束
い
と
い
ふ
、
直

線
學
で
す
ね
。
そ
れ
で
一
生
懸
命
い
4

線
を
引
い
て
圏
を
組
織
し
て
行
っ

た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
極
端
的
な
考
へ
な
の
で
結
果
が
よ
く

な
い
と
見
え
ま
し
て
や
が
て
中
止
し
ま
し
た
。
一
年
ば
か
り
し
ば
／
＼
そ

ん
な
試
み
を
さ
せ
た
が
、
大
證
失
敗
ら
し
か
っ
た
で
す
ね
。

（
溝
口
宗
文
談
、

『古
美
術
』
前
出
）

た
だ
し
、

す
と
お
り
、

こ
の
よ
う
な
批
判
は
あ
っ
た
に
し
て
も
左
記
の
溝
口
の
談
話
が
示

功
績
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 『聾

説
』
前
出
）

官
女
図
を
摸
写
し
た
こ
と
。

ー

|
編
者
註
〕
に
就
て
も
線
と
線
と
の
交
錯
と
い

ふ
こ
と
を
フ
エ
ノ
ロ
サ
は
や
か
ま
し
く
講
繹
し
て
き
た
か
せ
た
が
、
官
女

マ
マ

の
色
の
取
扱
に
就
て
も
得
意
の
論
を
持
出
し
て
来
て
、
こ
の
官
女
の
著
物

の
文
様
の
色
が
何
と
も
い
は
れ
ず
い
4

と
い
っ
た
か
ら
、
私
は
そ
の
白
い

綸
子
の
浮
模
様
は
色
が
燒
け
て
面
白
く
な
っ
た
の
で
す
、
と
云
っ
た
ら
、

先
生
黙
つ
て
居
た
。

（
「
現
代
美
術
の
黎
明
期
を
語
る
」
中
の
関
保
之
助
談
話
、

以
上
の
よ
う
に
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
帰
国
後
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
か
な
り
の
変
化

が
生
じ
る
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
明
治
二
十
五
年
十
一
月
に
至
っ
て
規
則
が
改
正

さ
れ
、
普
通
科
が
予
備
の
課
程
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
基
礎
教
育
の
期
間
が

一
年
に
短
縮
さ
れ
る
。
そ
こ
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
計
画
が
現
実
に
則
し
た
も
の
に

変
え
ら
れ
て
ゆ
く
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
規
則
再
改
正
後
の
基

礎
教
育
の
様
相
は
次
の
結
城
素
明
の
回
想
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る。

（
同
上
）

そ
れ
か
ら
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
綸
の
組
織
論
を
教
へ
て
、
そ
の
要
所
々
々
を

掴
ま
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
と
い
ふ
の
で
、

一
ツ

の
山
水
が
あ
る
と
、
こ
の

岩
、
こ
の
樹
、
こ
の
遠
山
、
：

．．．． 

の
閥
係
を
説
明
し
て
組
織
力
と
し
て
、

例
へ
ば
そ
の
山
水
の
作
者
が
心
に
想
ひ
を
宿
し
て
圏
格
の
意
識
を
會
得
せ

し
め
る
や
う
に
教
へ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
ほ
ど
い
て
見
れ
ば
一
線
一

黙
の
も
と
に
還
り
、
合
せ
て
み
れ
ば
一
ツ
の
圏
に
な
る
と
い
ふ
繹
を
そ
の

根
底
か
ら
見
る
力
を
教
へ
た
の
で
す
。
例
へ
ば
花
鳥
な
り
、
葉
が
ち
よ
っ

と
出
て
ゐ
る
で
せ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
劉
象
は
こ
の
鳥
の
位
置
を
な

す
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
れ
が
う
つ
り
が
い
A

、
さ
う
い
ふ
の
が
複
雑
に

な
っ
て
一
ツ
の
縮
を
組
織
す
る
と
い
ふ
ふ
う
な
こ
と
に
フ
エ
ノ
ロ
サ
は
い

は
ゆ
る
審
美
學
を
離
れ
て
東
洋
監
の
新
説
明
を
試
み
ま
し
た
。
畢
党
こ
の

教
法
の
結
果
が
頗
る
重
要
な
る
印
象
を
學
生
一
般
に
典
へ
ら
れ
て
後
に
卒

業
生
の
綸
聾
圏
作
に
巧
み
な
る
を
見
る
に
至
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
現

に
大
観
聾
伯
の
橙
聾
の
妙
趣
に
於
て
著
し
く
こ
の
功
徳
を
感
ず
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
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其
の
時
〔
明
治
二
十
五
年
予
備
の
課
程
入
学
の
と
ぎ
—
~
編
者
註
〕
日
本
聾
の

先
生
は
、
橋
本
雅
邦
、
川
端
玉
章
、
巨
勢
小
石
の
三
教
授
で
、
助
教
授
に

は
、
狩
野
友
信
、
結
城
正
明
の
雨
先
生
が
ゐ
た
。
営
時
の
教
育
方
針
は
、

縮
叢
科
、
彫
刻
科
、
美
術
工
藝
科
の
何
れ
の
科
に
入
學
す
る
者
で
も
皆
最

初
の
一
年
間
は
豫
備
の
課
程
に
入
れ
、
そ
れ
に
一
週
問
交
替
で
綸
画
と
彫

刻
を
遣
ら
し
た
。
其
の
前
年
ま
で
は
普
通
科
が
二
年
あ
っ
て
、
そ
れ
が
終

る
と
本
科
の
一
年
に
編
入
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
何
で
も
予
の
入
學
し

た
年
か
ら
普
通
科
が
一
年
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
豫
備
の
課
程
と
言
っ
た
ら

マ
マ

し
い
。
そ
ん
な
諄
で
錨
造
の
香
取
秀
侃
、
蒔
箱
の
磯
谷
完
山
氏
等
と
は
、

一
緒
に
机
を
並
べ
て
綸
を
畳
い
た
り
彫
刻
し
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
豫

備
の
箱
霊
は
狩
野
友
信
と
結
城
正
明
の
雨
先
生
で
、
其
の
時
の
教
授
法

は
、
｛
島
生
は
正
明
先
生
の
受
持
で
、
石
膏
で
花
や
何
か
を
半
肉
に
し
た
も

の
を
鴬
生
さ
せ
る
。
正
明
先
生
は
銅
版
を
遣
っ
た
人
で
あ
る
か
ら
勿
論
西

洋
甕
も
出
来
た
。
明
治
十
年
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
肖
像
を
銅
版
に
し
て
博

覧
會
に
出
品
し
た
程
で
あ
る
か
ら
、
ア
カ
ン
サ
ス
等
の
装
飾
的
草
花
を
半

肉
の
石
膏
に
し
て
、
そ
れ
を
影
を
と
ら
し
て
寓
生
さ
せ
る
と
い
ふ
や
う
な

マ
マ

教
授
法
は
、
先
生
が
前
任
の
エ
部
大
學
に
於
け
る
西
洋
霊
教
授
の
名
残
で

あ
ら
う
と
思
ふ
。
臨
聾
の
撥
任
は
友
信
先
生
で
、
鳥
子
紙
に
古
聾
を
木
版

マ
マ

で
印
刷
し
た
も
の
を
手
本
に
し
て
臨
窯
さ
せ
た
。
李
龍
眠
の
羅
漢
や
布

袋
、
そ
れ
か
ら
維
摩
の
像
、
小
さ
い
も
の
で
は
徽
宗
皇
帝
の
鳩
と
言
ふ
や

う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
臨
霊
さ
せ
て
、
墨
隈
は
自
分
で
と
ら
し

（
「
入
学
当
時
以
来
の
回
顧
談
」
結
城
素
明

『東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』

第
三
十
巻
第

一
号
。
昭
和
六
年
四
月
）

こ。
キ
ー

明
治
二
十
―
―一
年
十
月
二
十
七
日
、
専
修
科
の
授
業
が
始
ま
っ
た
。
以
下
、
各

科
の
指
導
体
制
お
よ
び
授
業
（
実
習
）
内
容
の
概
要
を
記
す
が
、

編
集
の
都
合

上
、
西
洋
画
科
に
つ
い
て
は

319¥333
頁
と
重
複
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
く
。

絵
画
教
育
開
始
の
準
備
に
携
わ
っ
た
画
家
は
狩
野
芳
崖
、
橋
本
雅
邦
、
狩
野

友
信
、
結
城
正
明
ら
で
、
い
ず
れ
も
旧
幕
狩
野
絵
所
勝
川
院
雅
信
門
下
、
い
う

ま
で
も
な
く
彼
ら
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
鑑
画
会
の
有
カ
メ
ソ
バ

ー
で
あ
っ
た
。
筆

頭
の
狩
野
芳
崖
は
本
校
絵
画
科
主
任
教
師
と
な
る
べ
ぎ
人
で
あ
っ
た
が
、
開
校

前
に
死
去
し
た
た
め
、
橋
本
雅
邦
が
主
任
格
の
地
位
に
つ
い
た
。
雅
邦
は
芳
崖

同
様
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
指
示
に
従
っ
て
日
本
画
改
良
の
実
験
的
制
作
を
試
み
た

り
も
し
た
が
、
作
風
は
概
ね
古
風
温
雅
で
、
保
守
派
の
東
洋
絵
画
会
の
中
で
も

評
判
が
良
か
っ
た
。

絵
画
科
の
教
師
と
し
て
は
雅
邦
、
友
信
、
正
明
の
ほ
か
に
川
端
玉
章
、
巨
勢

小
石
が
採
用
さ
れ
た
。
玉
章
は
円
山
派
の
流
れ
を
汲
み
、
東
洋
絵
画
会
で
声
望

高
く
、
家
塾
も
持
っ
て
い
た
。
小
石
は
巨
勢
金
岡
の
涼
裔
と
称
す
る
金
親
の
子

と
し
て
京
都
に
生
ま
れ
、
家
業
の
仏
画
製
作
の
ほ
か
に
岸
連
山
、
中
西
耕
石
の

画
法
を
学
び
、
緻
密
な
彩
色
法
な
ど
に
秀
で
た
画
家
で
、
京
都
府
画
学
校
設
立

に
携
わ
り
、
同
校
教
師
を
勤
め
て
い
た
が
、
そ
れ
を
辞
し
て
本
校
へ
赴
任
し

絵

画

科

第
二

節

専

門

教

育

（
実
習
授
業
）
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